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　時代は変革期、以前より速いスピードで技術革新は進み社会のデジタル化はスマートフォンを中心
とした生活となっています。新型コロナウィルスの感染防止対策として急速に拡大したテレワークやオ
ンライン会議、教育現場のICT化（タブレット配備）は、感染症の影響で整備がさらに加速し、ICTを
活用した教育が求められます。社会のデジタル化、人口減少など時代の変化に対応するため、技術革
新を政治に取り組むことは重要です。

　そのような中、私は10年先の豊川市の未来を考え政治を進めたいと全力で日々取り組んでいます。
　2021年6月議会 教育スポーツ委員会ではICTの活用、9月本会議 一般質問ではインフラ分野のデ
ジタル化について質問いたしました。
　国においてデジタル化するインフラ分野の将来を見据え、広域的に、より具体的に施策が示される
中、県民の安心・安全の為、柔軟に取り組んでいく姿勢が重要であると訴えました。
　具体的に国が進めようとしている、「衛星やドローン等による迅速な災害等の被災状況の把握」、
「復旧体制の構築や3次元測量等を活用した監督検査の効率化」。また「パトロール車両に搭載した
カメラからのリアルタイム映像をAI技術で処理し、舗装の損傷判断を効率化する取組み」。
　さらに「港湾全体の電子化による物流手続き・行政手続きの効率化」、すでに試験的に活用が進め
られている、「長時間先の水位予測技術の開発、情報提供による災害対応や避難行動等の支援」
など、インフラ分野のデジタル化を将来的に本県も事業化を目指し、県民の皆様の安全に繋げる必要
があると訴えました。

　そうした中、来年度予算にインフラのデジタル化への第一歩の施策が展開されたのでご紹介いたし
ます。

●安全な生活へ向けて

●愛知県知事への要望 ●通学路の安全対策 ●県道 千万町豊川線　災害復旧工事
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東三河  幹線道路整備について

新型コロナ対策の最新情報は、愛知県特設サイト

をご確認ください愛知県新型コロナウイルス感染症対策
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お問い合わせ

〒442-0857 愛知県豊川市八幡町横道93-1

政治は、誰がやっても同じではありません！
藤原ひろき政策

音羽川 堤防崩壊危険箇所

堤防危険箇所  復旧へ

音羽川 御津地区内の場合見落としやすい横断歩道の移設

地元からの要望を受け信号機の新設を実現 災害を防ぐため土砂の除去

情報は順次
更新されていきます。

随時ご確認
ください。

《システム導入後のイメージ》
〈現場〉 〈県・関係機関〉

●ドローン等に
　よる現場巡視

●システムにアクセスして
　情報共有情報をシステムに

アップロード

システムにて
情報共有・提供

システムにて
情報共有・提供

●通行規制など
　必要な措置

●現場での対応を判断

●道路情報システム等と連携

●崩土除去、
　がれき撤去など
　必要な措置

●道路啓開のルート検討

東三河地域のものづくりの生産性を高めるために
国道151号宮下交差点立体化の早期完成へ

豊川市の産業と防災を担う都市軸となる
姫街道の4車線化（八幡区間）

2024年度名豊道路開通に向け
接続する県道豊川蒲郡線の整備促進

　豊川市の人口は先日の国勢調査で約2200人増が発表されました。これは行政関係者、地域の未来を
真剣に考えた諸先輩方、多くの団体、企業、市民の方々が積極的に取り組んだことも元気な豊川市に繋
がっていると考えております。
　今後も豊川市選出の県議会議員として「1人の100歩より100人の1歩」の思いを胸に、ふるさと
豊川市の未来を考え、強い地域を目指し活動してまいります。

　災害時に道路や河川等の土木施設が被災した
際に速やかに対応するため、ドローン等のデジタ
ル技術を活用したシステムを導入するための検討
調査が予算化。

災害時の対応力向上を図るためのDX導入に向けた検討調査

スケジュール（予定）

東三河への予算獲得へ 通学時の安全確保のため横断歩道設置へ 昨年7月からの通行止め解除に向け

一般質問／問1より 一般質問／問2より 一般質問／問3より
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検討調査
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システム
仕様検討

2024年度

システム
開発

2025年度

システム
運用・保守

9月本会議
一般質問  
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県立高等学校教育推進基本計画で、生徒
が減少する地域の実情を踏まえ、将来的
な学校配置の構想を検討。大幅に生徒が
減少する東三河地域は、生徒に魅力のあ
る学校づくりを進めている。現在策定中
の県立高等学校の再編将来構想ではどの
ような魅力化を？
　東三河地域には、外国にルーツのある
生徒が多く在籍しており、日本語指導の支
援が必要な一方で、多言語が話せるなどの
能力の生徒もいる。

●カーボンニュートラルや SDGｓへ民間
建築物の木造・木質化の取組み

● 持続可能な社会へ、県産木材の利用を促進。

予算額

予算額

国道151号宮下交差点立体化事業の進捗
状況及び今後の取組は？
　国道151号宮下交差点の立体化は、国道
1号との渋滞緩和のために宮下を含めた三
か所の交差点をまたぐ延長500ｍの高架
橋を整備、南側に小坂井バイパスに接続す
る立体部設置、国道1号へのランプは2019
年度より、既存橋脚・橋台を拡幅する工事
に着手。拡幅が必要な8基中3基は工事が
完了、4基は工事中。残り1基年内に発注。
　新設高架橋の用地確保、現在関係機関と
協議中、道路中央部分に橋脚や橋台を施工
するため車線切替工事を実施中。早期に高
架橋工事に着手する。
　今後とも、東三河地域の特性が生き、地
域活力のある幹線道路ネットワーク整備に
取り組む。

令和3年度 県議会報告
6月議会　教育スポーツ委員会

9月議会　教育スポーツ委員会

令和4年度 愛知県  主な事業

教育・スポーツ費
504,817,413
（17.8%）

福祉医療費
637,996,567
（22.6%）

公債費
377,872,173
（13.4%）

  経済労働費
231,673,992
（8.2%）

建設費
202,294,243
（7.2%）

警察費
173,999,700
（6.2%）総務企画費

107,466,371
（3.8%）

農林水産費
79,440,755
（2.8%）

諸支出金
491,805,161
（17.4%）

予算総額
2兆8,275億4,700万円

その他
20,180,625
（0.6%）

予算額 20億7378万円●ＩＣＴ環境の整備推進、新時代の教育実現　
●  県立学校のＩＣＴ活用推進を支援する情報通信技術員の配置
●  県立学校のＩＣＴ機器及びオンライン学習を充実する通信環境改善の取り組み
●  県立学校全生徒に１人１台タブレット端末配備 （２０２０～２２年度整備）　等予算額 413万円●県営都市公園の民間活力導入推進

●  県営都市３公園は民間事業者にて施設の整備、多くの方が利用。
2021 年 10 月からの市場調査に基づき、魅力向上に民間活力導入推進。

予算額 1億1902万円●次世代の「高度情報通信ネットワーク」整備取組推進
●  災害時県や市町村、防災関係機関の情報円滑・効率的な通信確保に、 次世代の「高度情報通
信ネットワーク」整備。

予算額 1321万円●消防団加入促進の取組を推進、地域防災力の充実強化
●  防団員加入促進に、「消防団活性化対策事業」や「消防団加入促進事業費補助金」を実施。新たに「消
防団加入促進モデル事業」で、市町村の先進・発展性のある団員加入促進の取組を積極的に支援。
消防団を中核とした地域防災力の充実強化。　等

予算額 386万円●豊川市で実施するのは35年ぶりとなる
　愛知県・豊川市総合防災訓練

●  2022年9月4日（日）　豊川市（陸上自衛隊豊川駐屯地訓練場ほか）

予算額 2995万円●土木施設被災時の対応力向上を図るＤＸ導入の検討調査
●  南海トラフ巨大地震や頻発・激甚化する風水害で、道路・河川等土木施設の被災時に対応するドロー
ン等のデジタル技術を活用、対応の機動性や確実性強化調査。

予算額 3754万円●東三河地域の関係人口の創出、
　移住・定住の促進の取組み

●  人口減少の東三河地域は、2021年 12 月策定した「東三河振興ビジョン 2030」に 基づき、新たな
魅力と価値を創造する目的で地域内外の関係人口の創出と移住・定住を促進する取組を実施。

予算額 2600万円●がん患者のアピアランスケア支援推進
１ 補助対象：がん患者のアピアランスケア支援事業を実施する市町村
２ 補助対象事業 ：医療用ウィッグの購入費 ・乳房補整具の購入費 
３ 補助基準額：医療用ウィッグ、乳房補整具の本人 負担額の２分の１（２万円を上限）
４ 負担割合：県１／４、市町村１／４、本人１／２

●  高等学校（全日・定時制共） 一般補助 生徒１人 5000円増　生徒数　775人増員
　教育条件向上推進費補助（総額）　1390万円増
●  幼稚園　園児1人　2,200円増額　　園児数　2,860人減員
　幼児教育充実推進費補助（総額）　2億1400万円増
●  教職員の給与月額 9,000 円 引上げの処遇改善加算制度拡充 1億4677万円
●  若手リーダーの教員月額 5,000 円の補助制度創設 3960万円　等

予算額 721億円●父母負担の軽減・教育条件維持向上の私学助成

28億1445万円

●スタートアップを糸口に、
　持続的イノベーション創出に
　独自のエコシステム形成

● 東三河地域及び巡回統括マネージャーの配置
● 小中高生への起業家精神の育成　等

予算額 19億9711万円●アジア競技大会の開催に向けた取組を進めるとともに
　アジアパラ競技大会の開催に向けた協議を行う

●  医療提供体制の確保
●  ワクチン接種体制・PCR検査態勢の確保
●  医療機関に対する県独自の支援　等

予算額 1,653億3,496万円●新型コロナウイルス感染症拡大防止のため
　引き続き医療提供体制を確保

● 2026年に愛知・名古屋で開催される「第20回アジア競技大会」の開催に向けた取組を進めるとと
もに、「アジアパラ競技大会」の開催決定に向けてアジアパラリンピック委員会（APC）と競技を
行います。（以下抜粋）

2億2044万円

予算額●衣浦港及び三河港、カーボンニュートラルポート形成
の調査実施
● 水素・燃料アンモニア等の次世代エネルギーの輸入・貯蔵の受入環境、脱炭素化の港湾機
能高度化、臨海部産業との連携、温室効果ガスの排出ゼロ・カーボンニュートラルポート計
画の調査。

3011万円

予算額
● スマート農業推進事業費
● あいち型産地パワーアップ事業費補助金
● 農業生産力強化支援事業費　等

7億9849万円●農業分野のイノベーション推進、 農業生産力向上

予算額
● 専任 31 人増 100 人→131 人 
● 非常勤講師 6 人増 32 人→ 38 人

10億2595万円●小学校高学年の教科担任制推進

予算額
● 御津高等学校（2023年度：校名変更・学科改編・昼間定時制の併置）
VR・アバターを活用したオンライン指導の事前検証
部活動の外部委託化の検証　等

5億2109万円●県立高校の魅力化・特色化と再編を推進

A.

A.

問1.

問2.

A.

問1.

A.

問3.

国のＧＩＧＡスクール構想で1人1台端末
の整備中。市町村のＩＣＴ機器の整備状
況は？
　2020年３月新型コロナで一斉休校、緊
急時子どもの学ぶ場の実現へＧＩＧＡス
クール構想が加速化。国の2020年度第１
次補正予算にて、小学校１～４年生及び中
学校２・３年生の補助を追加計上、同年度
中1人1台端末の整備目標。
　各市町村も端末整備推進。2020年度中
1人1台端末の整備、入札不調等で納品遅
れの市も、21年の秋に配備予定。
県、市町村でタブレットを持ち帰ると聞い
ているが、現在の状況は？持ち帰りでの活
用は？
　持ち帰りの学校は２２市町村中７市町村、
全て実施。今後実施予定１３市町村。他１４

ＩＣＴ教育の推進について

東三河地域の県立高校について

市町村は実施・試行の検討中。
　持ち帰りの学校では、宿題等家庭学習や、
家庭での調べ学習等に活用。
　今後、小中学校の実情合った端末の活用
方法を県内市町村で共有したい。

9月議会　本会議　一般質問

A.

問2.

A.

問3.

東三河  幹線道路整備について

東三河地域の東西軸となる名豊道路の開
通に併せて、県道豊川蒲郡線の整備が必
要、その進捗状況及び今後の取組は？
　県道豊川蒲郡線は、名豊道路、蒲郡バ
イパスの北側に並行、名豊道路へのアク
セス強化と歩道確保を目的に、約1.9ｋｍ
区間で現道拡幅とバイパスの整備中。（仮
称）金野ICとの接続部約0.2ｋｍ整備中。
　用地取得完了、各区間で工事中。事業
区間東側の拡幅部約0.6ｋｍ区間の内約
0.2ｋｍ完成、残る区間順次整備中。
　バイパス部約1.3ｋｍは名豊道路全線開
通のため、西側の約1.0ｋｍ区間を工事用
道路に先行整備中。工事用道路利用終了
後舗装予定、残る0.3ｋｍ区間も整備する。
　インターチェンジ接続部も、二級河川
御津川を渡る橋梁も道路工事中。
　全区間名豊道路開通時に完成へ整備
する。

　姫街道線の八幡地区の4車線化及び鉄
道踏切部のアンダーパス化について、現在
の進捗状況と今後の取組は？
　4車線で計画決定の約7.8ｋｍ中、国道1
号側八幡地区約1.8ｋｍと国道151号側鉄
道踏切部を含む約2.3ｋｍが未整備。
　八幡地区東側約650ｍ（東三河環状線か
ら筋違橋）は2022年度内完了予定。
　残る西側約1.1ｋｍは2022年度都市計画
事業認可に、公安委員会等と調整し、八幡
地区の早期4車線化を目指す。
　国道151号側2車線区間中、鉄道踏切部
のアンダーパス約600ｍは3月開催の地元
説明会を踏まえ、道路幅等を見直し計画変

● 少人数によるきめ細かな指導体制を構築し、子どもたちの安心・安全な学びを保障するため、に小
学校第1学年から第3学年及び中学校第1学年で実施している35人学級を小学校第4学年に拡充。

予算額 11億2384万円●小学校の少人数学級の拡充

40人学級とした
場合の学級数（A）

1,509学級 1,681学級 172学級 172人

35人学級とした
場合の学級数（B）

必要となる学級数
（B）－（A） 必要となる教員数

小学校第4学年に36人学級を拡充するために必要となる学級数・教員数

※市町村判断により、少人数学級と少人数指導との選択的な実施が可能。

予算額 120億1909万円●「ジブリパーク」の整備を推進

●  「青春の丘」、「ジブリの大倉庫」、
「どんどこ森」本年 11 月１日 開園
に向け、展示・演示工事。

ジブリパーク(ghibli-park.jp)

　東三河地域において様々な生徒の学び
が可能となる、新しいタイプのインクルー
シブな学校をモデル的に設置していくこと
を検討。具体的には、東三河地域において、
新たな県立の昼間定時制課程や全日制の
単位制を設置。不登校の生徒向けにＩＣＴ
を活用した遠隔授業などの手法も取り入れ
たモデル的な学びの場を検討。

更の手続を進め、早期
の事業認可を目指す。
　今後も、東三河地域
の交通円滑化、災害時
緊急輸送道路を果たす
姫街道線の整備を取り
組みます。

〇 愛知・名古屋アジア競技大会組織委員会負担金
大会運営に関する諸計画（競技、輸送・宿泊等）の作成、選手村の整備に向けた基本設計など

〇 アジア競技大会愛知・名古屋合同準備会負担金
杭州アジア競技大会閉会式大会旗引継式（フラッグハンドオーバー
セレモニー）における次回開催都市「愛知・名古屋」の魅力発信など

〇 推進事務費
大会を活用した地域の活性化の推進など

〇 選手村後利用基盤整備事業費負担金（新規）
名古屋競馬場跡地で実施する造成工事など

議会  質問風景

※現状の写真は裏面に記載

質問しました！




